
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                    

 

 

 

この地域に暮らす障がいのある人達の笑顔が、もっと増えることを第一に考えています。年齢や生活状況にかかわ

らず障がいのある人が、住み慣れた瀬谷区で安心して生活し続けられるように、支え合いの街づくりを進めるため、

区内の障がい児・者の支援に係わる事業所や行政、当事者がネットワークを作り、地域課題について協議し、街づく

りへの提言・啓発活動等を行なっています。横浜市では各区ごとに同様の活動をしています。 

 より良い街づくりのためには、当事者や支援者だけではなく、老若男女を問わず地域の方々と手を取り合えること

が不可欠です。形式的な四角いつながりではなく、丸くひとつに手をつなげられるような社会になることを願って、

覚えていただきやすいように、“せやまんまるねっと”という愛称が付けられました。 

 

 

◎相談機関・・・瀬谷区福祉保健センター（障害者支援担当・こども家庭担当）・横浜市障害者支援センター・横浜市

西部児童相談所・横浜市西部地域療育センター・横浜市発達障害者支援センター・瀬谷区社会福祉

協議会・瀬谷区生活支援センター・横浜市西部就労支援センター など 

◎地域の障がい児者の支援拠点・・・区内にある障害者地域活動ホーム（せや活動ホーム太陽・せや福祉ホーム） 

◎作業所など・・・企業からの受注作業や自主製品（調理・創作）など仕事を中心とした活動、レクリエーションや入

浴等のプログラムを中心とした活動、就労に向けた訓練を中心とした活動など、内容は事業所によ

って様々だが、成人の方々が日中に通っている活動先施設 計１６か所 

◎グループホーム・・・少人数の我が家のような雰囲気で、障がいのある人達が暮らしている場 計１７か所 

◎学校関係・・・県立、市立の特別支援（養護）学校・区内の個別支援学級ある市立小学校１１校・市立中学校５校        

◎児童関係・・・わくわく未来 CAN・でっかいそら（おひさま、ひだまり）・ＮＰＯ法人ピープーラボ・ファミリー

キッズ瀬谷・アームズ在宅支援センター・区内の市立保育園 など 

◎そのほかの機関・・・精神科医療機関（横浜相原病院）・ギャンブル依存症回復施設（ワンデーポート）・区内にある 

地域ケアプラザ５か所・区内の様々な障がい関係の当事者団体 など 

 

 

◆児童部会～年３回、福祉・学校・行政の担当者が集い、地域課題の検討を行なった。また、瀬谷に暮らす障がいある

子ども達が活用できるサービスを紹介した冊子『こどもと一緒にまっぷっぷ』を作成し、各所で配布。 

◆啓発部会～地域に障がいへの理解を推進する取り組みの１つとして『瀬谷まんまるウォーク』を実施し、障がい当

事者と地域の方々がグループを作り、楽しく交流しながら区内の名所を散策した。また、瀬谷区公会堂

にて障がいについての普及啓発を目的とする『市民フォーラム２０１４』を実施した。 

◆日中活動部会～事業所同士が手を取り合い、それぞれに通う障がい当事者同士の交流と、事業所の活動を広く知っ

てもらうことを目的に、瀬谷駅北口公園広場で『せやまんまる市』を実施した。 

◆防災部会～地域の支援者全体で危機管理への質を高めるため、消防署や地域の様々な当時者団体と連携して、防災 

訓練・ワークショップの開催・要援護者の理解講座の実施などを行なった。 

※その他、グループホーム部会・精神保健福祉部会・ＪＳＫ（情報発信）部会の活動、年４回の全体会議の実施など 

『瀬谷区障害者地域自立支援協議会』ってなに？

せやまんまるねっとには、どんなところが参加しているの？

具体的にはどんな活動をしているの？（一部をご紹介） 
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